
国語「俳句に親しむ」
国語で「俳句に親しむ」という学習をしました。俳句とは、「五・七・五」の１７音を

主として作る定型詩です。季語が入っているということを学び、昔の人が作った俳句を詠

みました。

俳句では、「１文字、２文字…」ではなく、「１音、２音…」と数えます。
「おちゃをのむ」 → 「 お・ちゃ・を・の・む 」

「ちゃ」を１音で発音するので、５音となります。

「しっかり」 → 「 し・っ・か・り 」

「っ」を１音として数えるので、４音となります。

また、俳句には季節を表す「季語」をいれる必要があります。

春 … 桜、お花見、入学式 夏 … 海、梅雨、アイスクリーム

秋 … 紅葉、栗、お月見 冬 … 雪、ゆきだるま、こたつ

閑かさや 岩にしみ入る 蝉の声 松尾 芭蕉
雪とけて 村いっぱいの 子どもかな 小林 一茶
２つめの俳句では、季語が「雪」か「雪とけて」のどちらかによって、

季節が変わることを発見しました。この俳句は、「雪とけて」が季語と

なるので、春の俳句になります。季語探しゲームも盛り上がりました。

自分で作った俳句をノートに書いている子もいます。お時間があれば、是非、お子さんと

教科書やノートを開いていただき、一緒に俳句をつくってみてください。

図工の材料について
１７日（水）に「へん身だんボール」（教科書Ｐ４５）の学習をします。学校で集めて

いた段ボールを使って工作をします。記名したガムテープを持たせてください。もし、お

うちに段ボールがある場合は持たせてください。よろしくお願い致します。
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今週返したテスト
冬休み明け漢字５０問テスト

とってもよくできていました。冬休みの家

庭学習の充実ぶりがうかがえます。ご協力あ

りがとうございました。


